
「インバウンド都道府県ポジショニング研究」より

イラスト／畦原雄治

本研究は、総体的な傾向を都道府県別に把握して
いただくことを目的としているため、唯一網羅的に
市場と都道府県別のデータを持っている国のデー
タを活用してまとめています。統計上、各指標の都
道府県別の数値にブレが生じることもあります。エ
リアごとの総体的な特性や傾向を把握する際など
に使用してください。また、具体的な数値について
は、自地域でお持ちの最新データなどを更新しなが
ら、組み合わせて戦略に役立ててください。

戦略的自己分析
のススメ

地域ごとの特性や注目度を把握し、
マーケティング戦略の解像度を上げる！

テ
ィ
に
は
限
界
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
オ

ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
や
消
費
額
拡
大
、

地
域
へ
の
分
散
な
ど
に
注
力
す
べ
き
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
図
１
の
よ
う
に
国
や
自

治
体
、
観
光
関
連
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
イ
ヤ
ー
で
効
率
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
特
集
で
は
、
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
（
以
下
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）が
実
施
し
た
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
都
道
府
県
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

研
究
」の
調
査
・
分
析
結
果
を
も
と
に
、
全

国
の
自
治
体
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
戦
略
を
検
討
す
る
際
の
“
考
え
方
”
と

“
視
点
”の
ひ
と
つ
を
提
示
し
た
い
。

　
今
回
提
案
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

検
討
の
工
程
は
図
２
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

だ
。
01
自
地
域
の
特
性
を
知
り
、
02
目
標

を
設
定
し
、
03
観
光
資
源
を
棚
卸
し
し
、

04
具
体
的
な
方
針
を
決
定
す
る
。
一
見
す

る
と
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
プ
ロ
セ
ス
に
思

え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
切
な
の
は
日

本
全
国
を
俯
瞰
し
た
う
え
で
、
ア
ク
セ
ス

条
件
な
ど
も
ふ
く
め
た
地
域
ご
と
の
“
立

ち
位
置
”を
明
確
に
す
る
こ
と
だ
。
ど
の
よ

う
な
旅
行
者
が
、
ど
の
よ
う
な
行
程
で
自

地
域
を
訪
れ
、
ど
こ
で
消
費
す
る
の
か
。

人
気
の
観
光
資
源
は
、
全
国
で
何
番
目
に

話
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
客
観
的
な
デ

ー
タ
を
も
と
に
こ
れ
ら
の
要
素
を
可
視
化

す
る
こ
と
が
、
解
像
度
が
高
い
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
戦
略
立
案
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た

効
率
的
な
誘
客
戦
略
の
た
め
に

　
こ
の
1
年
で
、
見
え
る
“
景
色
”が
明
ら

か
に
変
わ
っ
て
き
た
。
全
国
各
地
の
空
港

を
多
く
の
外
国
人
旅
行
者
が
行
き
交
い
、

新
幹
線
に
乗
れ
ば
耳
慣
れ
な
い
外
国
語
が

耳
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
東
京
や
京
都
な

ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
外
国
人
の
行

列
を
見
か
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。　

　
日
本
政
府
観
光
局
（
以
下 

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）

が
発
表
し
た
今
年
6
月
の
訪
日
外
客
数
は

２
０
７
万
３
３
０
０
人
と
、
２
０
１
９
年

同
月
比
72
・
０
％
の
水
準
に
到
達
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
は
今
後
も
着
実
に
回
復
し

て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
外
国
人
旅
行
者
の
数
だ
け
を

増
や
せ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

日
本
は
島
国
の
た
め
受
け
入
れ
キ
ャ
パ
シ

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

目 

次

　
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
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あ
り
が
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う
、
と
い
う
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の
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ゃ

ら
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イ
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シ
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セ
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散

歩
す
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ブ
ラ
ブ
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出
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け
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旅
行
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な
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の
意
味
に
な
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す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
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が
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」の
意
。

と
ー
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ま
か
し
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コロナ禍による約３年間の空白期間を
経たことで、インバウンドマーケティン
グ戦略が立てづらい状況にある。本特
集では、じゃらんリサーチセンターが都
道府県単位でのエリア特性やポジショ
ンを可視化することを目的に実施した

「インバウンド都道府県ポジショニング
研究」の結果をご紹介。インバウンド回
復期におけるマーケティング戦略策定
の土台として役立ててほしい。 01

02
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図２  マーケティング戦略の仮説を立てるステップ案

インバウンド都道府県
ポジショニング研究分析結果

自地域のエリア特性を知る

目標設定と市場の優先順位付け

広域ルートを踏まえたターゲットと
来訪理由（＝独自性）の設定

消費獲得スポットの特定と具体的な
取り組み方針の決定

来訪実績とアクセス特性を踏まえると、
あなたの都道府県はどんなタイプ？
エリアルート戦略タイプ

目標設定するために
どのように試算する？ 
エリアルート戦略試算フレーム

日本の人気観光コンテンツは、あなたの
都道府県ではどれだけ話題にされている？
観光コンテンツポジショニングマップ

具体的な情報整備やプロモーションは
どのように方針を立てればよい？
マーケティング戦略立案

具体的に実施することは？ 泊まる場所は？
（宿泊施設・飲食店・体験施設・お土産店など）

どの国に行く？（日本）

日本での過ごし方は？ 旅程は？
（広域ルート）

観光関連事業者

国

自治体・DMO

図1  インバウンドマーケティングで目指したい全体像
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図3  表1分析におけるアメリカのエリアルート戦略タイプ分類結果
No. 1 2 3 4 5 6 7 8

タイプ名 主要目的地＋拠点タイプ 訪問多い
人気観光地タイプ

ゲートウェイ通過タイプ 周遊＋消費獲得タイプ 地方部での
宿泊拠点タイプ

新幹線立ち寄り
伸びしろタイプ

まだ知られざる
秘境滞在タイプ

人気観光スポット
一点突破タイプ

チャート

特徴 全指標で高い。訪日旅行
のゲートウェイであり、旅
程のハブとして滞在拠点
にもなっている。

訪問率、延べ宿泊者数は
高いが、平均人泊数と消費
単価は低め。訪問数は多
いが連泊せずに、他エリア
へ分散傾向。

空港利用人数、訪問率が
高いが、平均人泊数と消
費単価は低め。ゲートウェ
イとして利用されるも素通
りされやすい。

平均人泊数、消費単価が
他タイプに比べて高め。
複数の観光スポットで周
遊につなげられている。

訪問率は低めだが、平均
人泊数、消費単価は高い。
地方部へ足を延ばす滞在
拠点として使われている可
能性あり。

平均人泊数と消費単価は
低く、そのまま通過されて
いる。新幹線駅数は2番
目に多く、ポテンシャルあ
り。

訪問率は低いが、平均人
泊数や消費単価が高め。
訪問させるには、明確な目
的付けが必要。

消費単価が特に低め。そ
のまま通過か、立ち寄って
も人気スポット一点集中
で周遊につながりにくい。

対象
都道府県

（出現数）

東京（1） 京都、大阪（2） 千葉（1） 北海道、神奈川、愛知、
熊本（4）

宮城、山口、愛媛、長崎、
沖縄（5）

青森、岩手、秋田、福島、
栃木、群馬、埼玉、新潟、
富山、長野、静岡、兵庫、
広島、福岡、佐賀、
鹿児島（16）

山形（1） 茨城、石川、福井、山梨、
岐阜、三重、滋賀、奈良、
和歌山、鳥取、島根、
岡山、徳島、香川、高知、
大分、宮崎（17）

図4  表1分析における台湾のエリアルート戦略タイプ分類結果
No. 1 2 3 4 5 6 7 8

タイプ名 主要目的地＋拠点タイプ
"

ゲートウェイ通過タイプ リゾート系滞在タイプ 広域ルート拠点＋
ゲートウェイタイプ

新幹線＋直行便で
ルート変容伸びしろタイプ

新幹線ルート
秘境駅タイプ

人気観光スポット
一点突破タイプ

超ロングステイ＋
穴場立地タイプ

チャート

特徴 全指標で高い。訪日旅行
のゲートウェイであり、旅
程のハブとして滞在拠点
にもなっている。

空港利用人数、訪問率は
高いが、平均人泊数と消
費単価は低め。ゲートウェ
イとして利用されるも素通
りされやすい。

消費単価が最も高く、他
の指標も高い。直行便を
活用して、目的地としてそ
のまま長期滞在し、インア
ウトする傾向がある。

全指標のバランスがよい。
地方空港の直行便も多め
で、小規模なゲートウェイ
として滞在拠点となって
いる。

訪問率、消費単価、延べ宿
泊者数は低め。新幹線駅
数は高く、直行便がある
地域も多く、立ち寄りのポ
テンシャルあり。

新幹線駅数が最も高いが、
訪問率は低い。足を延ば
す可能性はあるが、新幹
線が最終地点になりやす
く行程が組みにくいため、
目的地にさせる必要あり。

消費単価が特に低め。そ
のまま通過か、立ち寄って
も人気スポット一点集中
で周遊につながりにくい。

平均人泊数が最も高く、
消費単価も高い。一定の
長期滞在者が存在してい
る。複数の新幹線の路線
が通る隠れ好立地でもあ
る。

対象
都道府県

（出現数）

東京、大阪（2） 千葉（1） 北海道、沖縄（2） 宮城、愛知、京都、
福岡（4）

青森、秋田、福島、栃木、
群馬、神奈川、富山、長野、
静岡、兵庫、岡山、佐賀、
長崎、熊本、鹿児島（15）

岩手、山形、新潟、広島、山
口（5）

茨城、石川、福井、山梨、
岐阜、三重、滋賀、奈良、
和歌山、鳥取、島根、徳島、
香川、愛媛、高知、大分、
宮崎（17）

埼玉（1）

エ
リ
ア
ル
ー
ト
戦
略
タ
イ
プ

あ
な
た
の
都
道
府
県
は
ど
の
タ
イ
プ
？

タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
×
地
域
特
性
で
考
え
る

市
場
ご
と
の
傾
向
や
移
動
経
路
を

理
解
し
て
自
地
域
の
特
性
を
知
る

　
解
像
度
の
高
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

策
定
の
た
め
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
が
、
自

地
域
の
特
性
を
知
る
こ
と
だ
。た
だ
し
、
ひ

と
言
で
特
性
と
い
っ
て
も
、
旅
行
者
の
属

性
が
異
な
れ
ば
、
地
域
に
求
め
ら
れ
る
役

割
や
コ
ン
テ
ン
ツ
、
消
費
獲
得
ス
ポ
ッ
ト

も
変
わ
る
。
そ
こ
で
、
提
案
し
た
い
の
が
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
（
国
）別
の
「
エ
リ
ア
ル

ー
ト
戦
略
タ
イ
プ
」だ
。「
エ
リ
ア
ル
ー
ト

戦
略
タ
イ
プ
」と
は
、
訪
日
旅
行
全
体
を
一

連
の
流
れ
と
し
て
捉
え
、
ア
ク
セ
ス
条
件

を
踏
ま
え
た
都
道
府
県
ご
と
の
特
性
や
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
表
す
も
の
だ
。

　
本
研
究
の
ス
テ
ッ
プ
01
で
は
「
エ
リ
ア

ル
ー
ト
戦
略
タ
イ
プ
」
の
分
類
を
行
う
た

め
に
、
10
市
場
×
47
都
道
府
県
を
対
象
と

し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
実
施
（
表
1
）。

具
体
的
に
は
、
空
港
利
用
人
数
や
消
費
単

価
、
平
均
人
泊
数
、
都
道
府
県
ご
と
の
空

港
や
新
幹
線
駅
数
な
ど
6
項
目
の
客
観
的

指
標
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
場
に
お

い
て
各
都
道
府
県
が
ど
の
よ
う
な
特
性
を

持
っ
て
い
る
の
か
を
類
型
化
し
た
。

　
表
２
の
通
り
、
全
国
の
都
道
府
県
は
10

市
場
に
お
い
て
６
〜
８
種
類
の
「
エ
リ
ア

ル
ー
ト
戦
略
タ
イ
プ
」
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
た
と
え
ば
東
京
都
は
、
全
市

場
で
「
主
要
目
的
地
＋
拠
点
タ
イ
プ
」と
な

っ
た
。
６
項
目
す
べ
て
で
高
い
指
標
を
示

し
た
東
京
都
は
、
文
字
通
り“
日
本
の
玄
関

口
”と
も
い
え
る
存
在
。
日
本
全
体
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
最
先
端
の
取
り

組
み
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
、
人
気
地
域
へ

の
過
度
な
集
中
を
分
散
さ
せ
る
仕
組
み
づ

く
り
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
同
一
の
都
道
府
県
が
市
場

に
よ
っ
て
異
な
る
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
た
と
え
ば
沖
縄
県
の
場

合
、
ア
メ
リ
カ
市
場
で
は
訪
問
率
は
低
め

だ
が
平
均
人
泊
数
や
消
費
単
価
は
高
い

「
地
方
部
で
の
宿
泊
拠
点
タ
イ
プ
」に
分
類

で
き
る（
図
3
）。
一
方
、
台
湾
市
場
で
は

消
費
単
価
が
他
の
タ
イ
プ
と
比
べ
て
最
も

高
く
、
そ
の
ほ
か
の
指
標
も
総
じ
て
高
い

「
リ
ゾ
ー
ト
系
滞
在
タ
イ
プ
」に
位
置
づ
け

ら
れ
た（
図
4
）。
こ
の
結
果
を
も
と
に
沖

縄
県
の
視
点
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
仮

説
を
立
て
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
市
場
に

対
し
て
は
具
体
的
な
広
域
ル
ー
ト
や
宿
泊

シ
ー
ン
を
想
定
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
行
う
こ
と
で
訪
問
数
の
底
上
げ
を
期

待
で
き
る
。一
方
、
台
湾
市
場
で
は
す
で
に

消
費
獲
得
の
土
台
が
で
き
つ
つ
あ
る
た
め
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
化
し
て
商
流
に
合
わ

せ
た
情
報
整
備
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強

化
す
る
こ
と
が
リ
ピ
ー
タ
ー
促
進
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。こ
の
よ
う
に
、
同
じ
地
域
で

あ
っ
て
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
に
よ
っ
て
、

異
な
る
課
題
や
伸
び
し
ろ
が
あ
る
の
だ
。

　
日
本
で
は
、
他
の
地
域
の
成
功
事
例
を

率
先
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
取
り

入
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
事
例

と
自
地
域
の
背
景
や
目
標
と
す
べ
き
タ
ー

ゲ
ッ
ト
市
場
が
異
な
れ
ば
、
取
る
べ
き
施

策
は
同
じ
で
は
な
い
。訪
日
旅
行
全
体
に
お

け
る
自
地
域
の
特
性
や
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
旅
行
者
の
来
訪

実
績
や
移
動
経
路
を
踏
ま
え
た「
エ
リ
ア

ル
ー
ト
戦
略
タ
イ
プ
」に
注
目
し
た
い
。
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10市場に共通するキーワードとして「主要目的地」「人気観光
地」「ゲートウェイ」「周遊+消費獲得」「一点突破」などが挙げ
られる。全体的な傾向としては、アメリカやイギリスなどのロ
ングホール市場は、ゴールデンルートを中心とするタイプが主
流。一方、リピーターが多い台湾や韓国などのショートホール

市場では、自国から
宮城や愛知、福岡な
どへの直行便を利用
し、広域ルート周遊
の拠点にするタイプ
も多い

大阪府と京都府は「訪問多い人気観光地タイプ」に分類された。訪問数は多いが連泊せずに他地域に流出する傾向があるので、宿泊しなければ体験できない高
付加価値ツアーを整備するなど、多様な過ごし方を提供できるとさらに成長するだろう。山形県は、「まだ知られざる秘境滞在タイプ」に唯一分類。訪問率は低
いものの平均人泊数や消費単価は高く、「秘境の最終地点」として認識されている可能性がある

台湾市場では東京都に加えて大阪府も「主要目的地＋拠点タイプ」に分類された。これは、ゴールデンルートを軸にせず、旅のテーマに合わせて拠点とする空港
を選択していることが理由だろう。北海道や沖縄県は、東京都や大阪府を拠点としない「リゾート系滞在タイプ」。「新幹線＋直行便でルート変容伸びしろタイ
プ」に分類された15県は、新幹線フリーパスや直行便の就航によってルート形成を変えられるポテンシャルがある

01
自地域の

エリア特性を知る

ST EP
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表2  表1分析における10市場のエリアルート戦略
       タイプ分類概要
 10市場 タイプ分類

アメリカ 「主要目的地＋拠点タイプ」「訪問多い人気観光地タイプ」「ゲー
トウェイ通過タイプ」「周遊＋消費獲得タイプ」「地方部での宿泊
拠点タイプ」「新幹線立ち寄り伸びしろタイプ」「まだ知られざる
秘境滞在タイプ」「人気観光スポット一点突破タイプ」の8つ（図1
で詳細説明）

イギリス 「主要目的地＋拠点タイプ」「ゲートウェイ立ち寄りタイプ」「新幹
線誘客タイプ」「新幹線ルート秘境駅タイプ」「隠れた宿泊滞在タ
イプ」「人気観光スポット一点突破タイプ」「特定イベント目的タ
イプ」の7つ

フランス 「主要目的地＋拠点タイプ」「ゲートウェイ立ち寄りタイプ」「周遊＋
消費獲得タイプ」「新幹線立ち寄り伸びしろタイプ」「人気観光ス
ポット一点突破タイプ」「隠れた消費獲得タイプ」「超ロングステイ
＋穴場立地タイプ」の7つ

オーストラリア 「主要目的地＋拠点タイプ」「訪問多い人気観光地タイプ」「ゲー
トウェイ通過タイプ」「目的型長期滞在タイプ」「地方部での宿泊
拠点タイプ」「新幹線立ち寄り伸びしろタイプ」「新幹線ルート秘
境駅タイプ」「人気観光スポット一点突破タイプ」の8つ

韓国 「主要目的地＋拠点タイプ」「リゾート系滞在タイプ」「周遊＋消
費獲得タイプ」「目的型長期滞在タイプ」「人気観光スポット一点
突破タイプ」「クルーズ立ち寄りタイプ」「新幹線立ち寄り伸びし
ろタイプ」「未開拓タイプ」の8つ

中国 「主要目的地＋拠点タイプ」「リゾート系滞在タイプ」「ゲートウェ
イ立ち寄りタイプ」「新幹線立ち寄り伸びしろタイプ」「超ロング
ステイ＋穴場立地タイプ」「未開拓タイプ」の6つ

台湾 「主要目的地＋拠点タイプ」「ゲートウェイ通過タイプ」「リゾート
系滞在タイプ」「広域ルート拠点＋ゲートウェイタイプ」「新幹線＋
直行便でルート変容伸びしろタイプ」「新幹線ルート秘境駅タイ
プ」「人気観光スポット一点突破タイプ」「超ロングステイ＋穴場
立地タイプ」の8つ（図2で詳細説明）

香港 「主要目的地＋拠点タイプ」「ゲートウェイ通過タイプ」「リゾート
系滞在タイプ」「直行便の拠点タイプ」「目的型消費伸びしろタイ
プ」「新幹線立ち寄り伸びしろタイプ」「人気観光スポット一点突
破タイプ」「超ロングステイ＋穴場立地タイプ」の8つ

タイ 「主要目的地＋拠点タイプ」「ゲートウェイ通過タイプ」「周遊＋消
費獲得タイプ」「地方部での宿泊拠点タイプ」「新幹線立ち寄り
伸びしろタイプ」「人気観光スポット一点突破タイプ」「目的型長
期滞在タイプ」の7つ

シンガポール 「主要目的地＋拠点タイプ」「ゲートウェイ立ち寄りタイプ」「リゾー
ト系滞在タイプ」「新幹線立ち寄り伸びしろタイプ」「新幹線ルー
ト秘境駅タイプ」「目的型長期滞在タイプ」「未開拓タイプ」の7つ

表1  クラスター分析概要

調査対象
10市場

アメリカ、イギリス、フランス、オーストラリア、
韓国、中国、台湾、香港、タイ、シンガポール

クラスター
分類の
基準となる
6つの変数

（出典元）

「空港利用人数」…2019年度
出入国管理統計統計表（出入国在留管理庁調べ）

「新幹線駅数」…2022年度
都道府県別新幹線停車駅数

「平均人泊数」…2019年度
旅行・観光消費動向調査（観光庁調べ）

「延べ宿泊者数」…2019年度
宿泊旅行統計調査（観光庁調べ）

「消費単価」…2019年度
旅行・観光消費動向調査（観光庁調べ）

「訪問率」…2019年度
旅行・観光消費動向調査（観光庁調べ）

分類方法 クラスター分析における階層法を用いる。クラスタ
ー間の距離の算出にはユークリッド距離、クラスタ
ー化の方法はWard法を用いる。基準となる変数ご
とに単位を揃えるため、国別と変数ごとに標準化。



エ
リ
ア
ル
ー
ト
戦
略
試
算
フ
レ
ー
ム

自
地
域
に
何
泊
す
る
？　

前
後
は
ど
こ
に
行
く
？

地
域
と
し
て
の
目
標
を
導
き
出
す

訪
日
旅
行
全
体
を
俯
瞰
し
、

市
場
ご
と
の
特
徴
に
対
し
て

自
地
域
が
で
き
る
こ
と
を
意
識
す
る

　
ス
テ
ッ
プ
01
の
「
エ
リ
ア
ル
ー
ト
戦
略

タ
イ
プ
」
で
市
場
ご
と
の
自
地
域
の
特
性

を
把
握
し
た
ら
、
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
で
は

よ
り
具
体
的
な
目
標
設
定
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト

市
場
の
優
先
順
位
付
け
を
行
い
た
い
。
そ

の
た
め
に
役
立
つ
の
が
、「
エ
リ
ア
ル
ー
ト

戦
略
試
算
フ
レ
ー
ム
」だ
。
図
1
の
通
り
、

イ
ン
・
ア
ウ
ト
の
空
港
や
直
前
・
直
後
の
滞

在
エ
リ
ア
を
時
系
列
に
整
理
す
る
こ
と
で
、

自
地
域
が
訴
求
す
べ
き
独
自
性
や
連
携
す

べ
き
移
動
元
・
移
動
先
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の「
エ
リ
ア
ル
ー

ト
戦
略
試
算
フ
レ
ー
ム
」
に
市
場
ご
と
の

消
費
総
額
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と

で
、
優
先
す
べ
き
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
や
自

地
域
に
と
っ
て
目
標
と
な
る
数
値
（
滞
在

日
数
や
訪
問
率
、
消
費
単
価
な
ど
）を
設
定

し
や
す
く
な
る
。

　
た
と
え
ば
、
図
6
の
福
岡
県
×
台
湾
と

図
7
の
福
岡
県
×
ア
メ
リ
カ
を
比
較
し
た

場
合
、
消
費
総
額
で
は
台
湾
が
上
回
っ
て

い
る
も
の
の
、
１
人
あ
た
り
の
消
費
単
価

で
は
ア
メ
リ
カ
の
方
が
高
い
。ア
メ
リ
カ
人

の
福
岡
へ
の
訪
問
率
が
３
％
で
あ
る
こ
と

考
え
る
と
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
誘
客
促

進
が
で
き
れ
ば
、
消
費
総
額
が
効
率
的
に

伸
び
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
。
ま
た
、
台

湾
市
場
で
は
イ
ン
・
ア
ウ
ト
の
空
港
や
前

後
の
地
域
が
近
隣
の
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
が

多
い
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
市
場
で
は
東

京
や
京
都
、
大
阪
な
ど
の
大
都
市
が
含
ま

れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
市
場
に
対
し
て
は

大
都
市
か
ら
の
交
通
情
報
や
“
九
州
な
ら

で
は
”
の
グ
ル
メ
や
文
化
を
打
ち
出
す
こ

と
で
、
差
別
化
が
図
れ
る
だ
ろ
う
。

　
図
8
の
長
野
県
×
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

図
9
の
長
野
県
×
タ
イ
の
比
較
も
面
白
い
。

御
存
知
の
通
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市
場

に
と
っ
て
長
野
県
は
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と

し
て
の
側
面
が
強
い
た
め
、
消
費
単
価
も

滞
在
日
数
も
非
常
に
高
い
。一
方
、
タ
イ
市

場
で
は
滞
在
日
数
５
・
７
泊
と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
近
い
数
字
な
が
ら
、
消
費
単
価

は
１
人
４
・
２
万
円
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

半
分
以
下
の
値
に
な
っ
て
い
る
。
前
後
の

滞
在
エ
リ
ア
に
岐
阜
や
愛
知
、
富
山
、
山

梨
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
幹
線
駅
を
拠
点

と
し
て
宿
泊
し
て
は
い
る
も
の
の
、
日
中

は
他
県
で
消
費
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
二
次
交
通
を
セ
ッ
ト

に
し
た
高
付
加
価
値
な
体
験
ツ
ア
ー
や
ナ

イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
な

ど
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
長
野
県
内
で

の
消
費
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
エ
リ
ア
ル
ー
ト
戦
略
試

算
フ
レ
ー
ム
」
を
思
考
の
ベ
ー
ス
に
置
く

こ
と
で
、
よ
り
解
像
度
の
高
い
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
の
仮
説
を
立
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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02
目標設定と市場の

優先順位付け

ST EP

ランチはどこで食べる？どこに
泊まる？どのお店でおみやげを
買う？訪日旅行を“点”ではなく

“線”として時系列で捉えること
で、自地域にどう滞在してもら
うかがイメージしやすくなる。
前後に訪れる地域は競合にも、
連携パートナーにもなり得る存
在なので、それぞれの強みと弱
みを考慮したうえで、マーケティ
ング戦略を策定したい

出国する
空海港

入国する
空海港

連携地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

自地域の
人気スポット

自地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

広域連携ルート

日本全体の滞在日数

図5  エリアルート戦略試算フレーム

狭域ルート・滞在の仕方

自地域の滞在日数 直後の滞在エリア直前の滞在エリア

誰に

どうのような
ターゲットを

狙って

いつ

どの季節で

何を

競合優位な独自性
として何を訴求して

ルート化して

広域ルートと狭域
滞在モデルを
イメージして

誘客＆消費獲得

どの地点で消費を
獲得できるか

台湾市場にとって「広域ルート拠点＋
ゲートウェイタイプ」の福岡県。前後
に訪れるのは大分県、熊本県、長崎県
がトップ3。イン・アウトに福岡空港を
利用する旅行者も多く、旅行のハブと
して滞在拠点になっている。

訪日外客数
（台湾） 訪問率

連携地域の
人気スポット

489万人 7.8%

消費総額

227億円

消費単価

5.9万円／人

38.1万人

連携地域の
人気スポット

自地域の
人気スポット

自地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

3.2泊数

広域連携ルート 6.1泊数

●福岡空港 
●北九州空港
●熊本空港

× × ＝

●福岡空港 
●北九州空港
●佐賀空港

福岡県×台湾

図6

出国する
空海港

入国する
空海港

10位

日本全体の滞在日数

自地域の滞在日数
直後の滞在エリア
●大分 ●熊本 ●佐賀
●長崎 ●山口

8位 4位 6位

直前の滞在エリア
●大分 ●熊本 ●佐賀
●長崎 ●山口

アメリカ市場における福岡県は「新幹
線立ち寄り伸びしろタイプ」に分類さ
れた。移動元は広島県、東京都、長崎
県の順に多く。移動先は長崎県、東京
都、広島県の順番になっている。

訪日外客数
（アメリカ） 訪問率

連携地域の
人気スポット

172万人 3.0%

消費総額

36億円

消費単価

6.9万円／人

5.2万人

連携地域の
人気スポット

自地域の
人気スポット

自地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

4.1泊数

広域連携ルート 12.4泊数

●福岡空港 
●成田空港
●羽田空港

福岡県×アメリカ

× × ＝

●福岡空港 
●成田空港
●羽田空港

図7

出国する
空海港

入国する
空海港

22位

日本全体の滞在日数

自地域の滞在日数
直後の滞在エリア
●長崎 ●東京 ●広島
●大分 ●京都

14位 12位 10位

直前の滞在エリア
●東京 ●広島 ●長崎
●京都 ●大阪

オーストラリア市場にとって「目的型
長期滞在タイプ」に分類される長野
県。スノーリゾートとして支持されて
おり、消費単価も平均人泊数も高い。
移動元（オセアニア全体）は、東京都、
京都府、岐阜県の順だ。

訪日外客数
（オーストラリア） 訪問率

連携地域の
人気スポット

62万人

長野県×オーストラリア

14.5%

消費総額

83億円

消費単価

9.2万円／人

9万人

連携地域の
人気スポット

自地域の
人気スポット

自地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

6.0泊数

広域連携ルート 12.9泊数

●成田空港
●羽田空港
●関西空港

× × ＝

●成田空港
●羽田空港

図8

出国する
空海港

入国する
空海港

10位

日本全体の滞在日数

自地域の滞在日数
直後の滞在エリア
●東京 ●京都 ●千葉
●石川 ●大阪

6位 4位 4位

直前の滞在エリア
●東京 ●京都 ●岐阜
●大阪 ●北海道

タイ市場における長野県は「新幹線
立ち寄り伸びしろタイプ」。前後に富
山県や岐阜県、山梨県などの隣県を
訪れており、宿泊日数の割に消費単価
が低いことから、旅程の一部として通
過されている可能性もある。

※入国／出国空海港と直前／直後の都道府県は、2019年度『FF-Data(訪日外国人流動データ)』（国土交通省調べ）より抽出

訪日外客数
（タイ） 訪問率

長野県×タイ

連携地域の
人気スポット

131万人 4.1%

消費総額

23億円

消費単価

4.2万円／人

5万人

連携地域の
人気スポット

自地域の
人気スポット

自地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

連携地域の
人気スポット

5.7泊数

広域連携ルート 8.8泊数

●成田空港
●中部空港
●羽田空港

× × ＝

●成田空港
●羽田空港
●中部空港

図9

出国する
空海港

入国する
空海港

13位

日本全体の滞在日数

自地域の滞在日数
直後の滞在エリア
●東京 ●愛知 ●岐阜
●山梨 ●千葉

13位 15位 9位

直前の滞在エリア
●東京 ●岐阜 ●愛知 
●富山 ●山梨 
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市
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力
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ス
テ
ッ
プ
01
で
自
地
域
の
特
性
を
知
り
、

ス
テ
ッ
プ
02
で
目
標
設
定
や
市
場
の
優
先

順
位
付
け
を
行
っ
た
ら
、
ス
テ
ッ
プ
03
で

は
広
域
ル
ー
ト
を
踏
ま
え
た
来
訪
理
由

（
＝
独
自
性
）の
設
定
を
行
い
た
い
。
ち
な

み
に
本
特
集
で
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

の
仮
説
を
立
て
る
工
程
を
P
２
図
２
の
４

つ
の
ス
テ
ッ
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ご
紹
介
し
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い
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が
、

各
ス
テ
ッ
プ
間
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一
方
通
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は
な
い
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え
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前
後
の
ス
テ
ッ
プ
を
行
き
来
し
な
が

ら
仮
説
の
解
像
度
を
高
め
て
い
き
た
い
。

　
来
訪
理
由
の
設
定
に
活
用
し
て
ほ
し
い

の
が
、
本
研
究
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
リ

ス
ニ
ン
グ
分
析
（
表
3
）を
も
と
に
作
成
し

た
「
人
気
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
の
都
道

府
県
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ（
以
下  

都
道

府
県
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
）」だ
。
本
分

析
で
は
、
前
述
の
10
市
場
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
を
対
象
に
、
人
気
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ（「
温
泉
・
湯
治
」「
伝
統
行
事
・
祭
体

験
・
武
道
体
験
」「
庭
園
・
花
」「
高
速
列
車
・

ロ
ー
カ
ル
線
」）の
関
連
ワ
ー
ド
と
各
都
道

府
県
の
地
名
に
関
す
る
ワ
ー
ド
が
掲
載
さ

れ
た
投
稿
を
抽
出
。
話
題
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と
話
題
量
比

率
の
2
軸
で
都
道
府
県
ご
と
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
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観
光
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テ
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ツ
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ

ッ
プ
」か
ら
は
、
自
地
域
の
観
光
コ
ン
テ
ン
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が
全
国
の
中
で
ど
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
い
る
の
か
を
読
み
取
れ
る
。
た
と
え

ば
、
多
く
の
市
場
で
支
持
さ
れ
る
お
花
見

は
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
お
い
て
も
話

題
に
な
る
可
能
性
が
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。

し
か
し
、
他
地
域
に
比
べ
て
自
地
域
の
話

題
量
や
話
題
量
比
率
が
低
け
れ
ば
、
相
対

的
な
注
目
度
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
で
、
自
地
域
に
加
え
て
移
動
元
・
移
動
先

の
地
域
で
も
お
花
見
が
話
題
に
な
っ
て
い

れ
ば
、
桜
を
巡
る
お
花
見
ツ
ア
ー
な
ど
を

ル
ー
ト
と
し
て
提
案
で
き
る
は
ず
だ
。

　
10
市
場
の
「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
ポ
ジ
シ

ョ
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
を
分
析
す
る
と
い
く

つ
か
の
共
通
点
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
ひ

と
つ
が
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
や
地
域
名
は

図10  ステップ03における観光コンテンツごとの話題量内訳率

アメリカ （n=511,586）

イギリス （n=57,311）

フランス （n=31,444）

オーストラリア （n=19,184）

韓国 （n=95,964）

中国 （n=275,891）

台湾 （n=178,169）

香港 （n=68,819）

タイ （n=396,364）

シンガポール （n=23,760）

単
体
よ
り
も
掛
け
合
わ
せ
で
拡
散
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
点
だ
。
た
と
え
ば
高
い
話
題

量
で
目
立
っ
た
長
崎
県
の
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
列
車
に
乗
っ
て
神
秘
的

に
複
数
の
ラ
ン
タ
ン
が
光
る
動
画
が
「
ま

る
で
人
気
ア
ニ
メ
の
世
界
み
た
い
」
と
い

う
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
拡
散
さ
れ
た
。「
伝

統
行
事
」×「
列
車
」×「
ア
ニ
メ
」の
よ
う

な
掛
け
合
わ
せ
が
日
本
ら
し
さ
の
あ
る
魅

力
と
し
て
発
信
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
ひ
と
つ
の
観
光
コ
ン
テ
ツ
に
お

け
る
市
場
ご
と
の
違
い
も
あ
る
。
た
と
え

ば
ア
メ
リ
カ
と
台
湾
の
「
温
泉
・
湯
治
」に

対
す
る
投
稿
で
は
、
い
ず
れ
も
大
分
県
が

上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
長

湯
温
泉
の
木
材
建
築
の
特
徴
や
伝
統
的
な

温
泉
と
水
着
で
入
る
温
泉
の
２
種
類
が
あ

る
こ
と
な
ど
が
話
題
に
。
対
し
て
台
湾
に

お
け
る
大
分
県
の
話
題
は
、
九
州
の
周
遊

ル
ー
ト
を
ベ
ー
ス
に
別
府
温
泉
郷
や
由
布

院
温
泉
の
特
徴
を
比
較
す
る
投
稿
が
目
立

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
市
場
ご
と
の
旅
行
ス

タ
イ
ル
や
関
心
の
違
い
に
よ
り
、
投
稿
に

も
変
化
が
表
れ
る
の
だ
。

 

「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ

ッ
プ
」
で
自
地
域
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

位
置
づ
け
を
把
握
し
、
広
域
ル
ー
ト
を
意

識
し
た
“
掛
け
合
わ
せ
”を
意
識
す
る
こ
と
。

投
稿
を
深
掘
り
し
て
市
場
ご
と
の
興
味
・

関
心
を
知
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま

え
て
お
く
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高
い
来

訪
理
由
の
設
定
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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図1は各市場における4つの観
光コンテンツの話題量の内訳
を示したもの。「伝統行事・祭体
験・武道体験」の話題が多いフ
ランスや、「温泉・湯治」に関心の
高い韓国。「高速列車・ローカル
線」についての投稿が目立った
タイやシンガポールなど、市場
ごとに傾向が異なっている。リ
ピーターの多い台湾や香港、中
国では効率的に広域周遊ルー
トを巡る方法についての投稿
が多かったことも印象的だ。

岐阜

図12  表3分析における台湾の観光コンテンツポジショニングマップ（スコア上位20）

図11  表3分析におけるアメリカの観光コンテンツポジショニングマップ（スコア上位20）

A 温泉・湯治

C 庭園・花

B 伝統行事・祭体験・武道体験

D 高速列車・ローカル線

東京

北海道

北海道

神奈川

岐阜

埼玉

秋田

福岡
神奈川

大分

青森

兵庫

沖縄

福岡

兵庫

長野 大分

群馬

愛媛
島根

秋田

岐阜
石川

青森

岩手
静岡

福岡
神奈川

山形

千葉

神奈川

石川

青森

熊本

富山

山梨

京都

奈良

山口

秋田

福島

滋賀

茨城
三重

兵庫

埼玉

和歌山
徳島

岩手

12.7 14.4 20.5 52.4

5.1 9.9 35.0 50.1

28.6 9.4 18.2 43.8

15.9 13.6 25.2 45.3

11.4 24.2 25.6 38.8

30.8 15.3 13.9 40.0

7.9 18.8 24.4 48.9

12.3 29.3 25.8 32.6

6.3 19.1 28.6 46.0

7.8 21.0 24.4 46.8

大阪

大阪

京都

千葉

長野

熊本
岡山

群馬
新潟 岩手

奈良

埼玉
秋田

鹿児島
栃木

兵庫

大阪

京都

山梨

岩手 栃木 滋賀

和歌山

青森

長野
奈良

宮城

東京 東京

東京

A 温泉・湯治 B 伝統行事・祭体験・武道体験
東京 東京

神奈川

神奈川

京都

大阪
大阪

愛知

兵庫

奈良

静岡

福岡

新潟

山口

奈良
石川

和歌山

熊本

北海道
北海道

岐阜

徳島

茨城

埼玉

佐賀

青森
滋賀

宮城

広島

長野

大分

長崎

群馬

石川

山梨

愛媛

福島

岐阜

山形

京都

C 庭園・花 D 高速列車・ローカル線
東京東京

京都京都

栃木

兵庫

茨城

石川

奈良

大阪

千葉

岩手

奈良

広島

長崎

兵庫

岡山

山梨

富山

岐阜

青森
島根

滋賀

鹿児島
岡山

山梨

広島

大阪

熊本

神奈川
神奈

川

宮城

北海道

福岡 福岡

青森
和歌山

石川
長野

愛知

表3  ソーシャルリスニング分析概要
            （ソリッドインテリジェンス社との共同調査）

調査対象
10市場（言語）

アメリカ（英語）、イギリス（英語）、フランス（フランス語）、オース
トラリア（英語）、韓国（韓国語）、中国（中国語簡体字）、台湾（中
国語繁体字）、香港（中国語繁体字）、タイ（タイ語）、シンガポール

（英語）

調査対象期間 2018年1月1日〜2019年12月31日

調査対象メディア Twitter等の各種SNS、各国のブログ、フォーラム、掲示板など

観光
コンテンツ
選定方針

2022年度JNTO「22市場基礎調査」の「訪日旅行と日本以外への
海外旅行の観光コンテンツの体験率と満足度」にて、日本以外へ
の海外旅行に比べて体験率・体験した人の満足度ともに高いコン
テンツから選定

分析対象
観光コンテンツ

「温泉・湯治」「伝統行事・祭体験・武道体験」「庭園・花」「高速列
車・ローカル線」（JNTO「22市場基礎調査」と表記統一）

話題量の
定義

上記の各観光コンテンツの関連ワードと各都道府県の地名に関
するワードが掲載されている投稿内容を抽出してカウントした数

（「温泉・湯治」の場合、hot spring、onsen などのワードを抽出）

話題量比率の定義 観光コンテンツに関する話題量÷旅行全般に関する話題量

スコアの定義 （偏差値（√話題量）＋偏差値（√話題量比率））
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マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
立
案

適
切
な
仮
説
立
て
と
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
利
用
が
カ
ギ
！

自
地
域
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
踏
ま
え
た

デ
ー
タ
を
正
し
く
利
用
す
る
こ
と
で

日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
さ
ら
に
進
化
す
る

こ
こ
か
ら
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
家
３
名
に
よ
る
特
別
鼎
談
を
お
届
け
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
見
る
地
域
が
戦
略
的
自
己
分
析
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
や

各
種
調
査
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
、そ
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
未
来
と
は
？

エ
リ
ア
ル
ー
ト
戦
略
タ
イ
プ
を

地
域
間
連
携
の
フ
ッ
ク
に
す
る

松
本
百
加
里（
以
下
松
本
）  

コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
が
立
て
に

く
い
今
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

各
都
道
府
県
の
特
性
や
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

を
可
視
化
す
る
こ
と
が
、
課
題
解
決
の
第

一
歩
に
な
る
。そ
ん
な
思
い
で
今
回
の「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
都
道
府
県
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

研
究
」に
携
わ
り
ま
し
た
。ま
ず
は
本
研
究

に
対
し
て
の
お
ふ
た
り
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？

福
増
伸
一（
以
下
福
増
）  

特
に
関
心
を
持

っ
た
の
が
「
エ
リ
ア
ル
ー
ト
戦
略
タ
イ
プ

分
類
」で
す
ね
。こ
れ
ま
で
も
各
市
場
の
ト

レ
ン
ド
や
都
道
府
県
ご
と
の
強
み
な
ど
が

分
類
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
市
場
×
都
道
府
県
に
落
と
し
込
む
こ

と
で
各
地
域
の
特
性
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

ブ
レ
ア
・
ガ
ー
デ
ィ
ア（
以
下
ブ
レ
ア
）  

市

場
ご
と
に
エ
リ
ア
ル
ー
ト
戦
略
タ
イ
プ
を

見
る
と
面
白
い
で
す
ね
。
長
野
県
の
場
合
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
韓
国
は
同
じ
「
目
的

型
長
期
滞
在
タ
イ
プ
」
に
分
類
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
消
費
単
価
に
は
大
き
な
開
き
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

が
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ボ
を
目
的
と
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
韓
国
で
は
登
山
目
的
の
人

が
多
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ル

ー
ト
戦
略
を
意
識
し
て
い
る
点
も
参
考
に

な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
長
野
を
訪
れ
る
ロ

ン
グ
ホ
ー
ル
市
場
の
人
の
直
前
の
滞
在
先

の
上
位
に
は
、
京
都
府
が
あ
り
ま
す
。
彼

ら
は
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
神
社
仏
閣
を
京

都
で
観
て
い
る
の
で
、
よ
り
長
野
県
ら
し

い
自
然
や
文
化
を
発
信
し
た
方
が
満
足
度

が
高
く
な
る
で
し
ょ
う
。
広
域
で
考
え
る

と
戦
略
を
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

松
本  

ル
ー
ト
全
体
を
俯
瞰
す
る
こ
と
は
、

差
別
化
を
図
る
う
え
で
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
よ
ね
。
同
時
に
、
連
携
す
べ
き
他
の

地
域
の
存
在
も
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

福
増  

自
地
域
の
特
性
を
理
解
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
誰
と
組
む
か
、
ど
の
よ
う

な
ル
ー
ト
を
作
る
か
は
本
当
に
大
切
な
点

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
研
究
の
次
の
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
「
エ
リ
ア
ル
ー
ト
戦
略
タ
イ

プ
分
類
」
な
ど
を
地
図
な
ど
に
可
視
化
で

き
る
と
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
異
な

る
地
域
の
担
当
者
同
士
が
地
図
を
見
な
が

ら
共
通
理
解
を
も
っ
て
話
が
で
き
ま
す
し
、

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
使
い
倒
し
て

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
精
度
を
上
げ
る

　
ス
テ
ッ
プ
04
で
は
、
消
費
獲
得
の
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
手
法
に
落
と
し
込
も
う
。

　
こ
こ
で
活
用
し
た
い
の
が
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
だ
。
た
と
え
ば
出
入
国
在
留
管
理

庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
『
出
入
国
管
理
統
計

統
計
表
』
で
は
空
港
ご
と
の
出
入
国
の
流

れ
が
わ
か
る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
が
発

表
す
る
『
Ｆ
Ｆ-

Ｄ
ａ
ｔ
ａ（
訪
日
外
国
人

流
動
デ
ー
タ
）』で
は
、
自
地
域
の
前
後
で

ど
の
都
道
府
県
に
い
た
か
の
流
動
実
態
を

把
握
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
誘
客
実
績
や
経
年
変
化
を
見
る
こ
と
で
、

自
地
域
の
現
状
が
明
確
に
な
り
、
仮
説
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
訪
日
旅
行
者
の
実
態
を
踏
ま
え

た
誘
客
に
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手

法
等
を
知
る
た
め
に
は
、
観
光
庁
・
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
が
今
年
6
月
に
発
表
し
た
『
訪
日
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
』（
表
４
）が
役
立
つ
。
同

書
の
「
市
場
別
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
」で

は
、
各
市
場
か
ら
旅
行
消
費
単
価
や
地
方

訪
問
意
向
が
高
い
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
選
定
し
、

興
味
関
心
の
高
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
や
訴

求
ポ
イ
ン
ト
、
接
触
メ
デ
ィ
ア
や
旅
行
予

約
時
の
行
動
を
踏
ま
え
た
効
率
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
手
法
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
地
域
視
点
／
旅
行
者
視
点

の
両
面
で
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
が
、
よ
り
効
率
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
立
案
に
は
必
要
な
の
だ
。
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具体的な取り組み

方針の決定JNTO
×

長野県観光機構
×

JRC

特別鼎談

ST EP

　　　   表4  観光庁・JNTO『訪日マーケティング戦略』の
　　　          「市場別マーケティング戦略」より一部抜粋

ターゲット
主な訴求パッション 
観光コンテンツ・
アクティビティ

その他、
ターゲット攻略のため
の留意事項

 BtoBの取組 BtoC／BtoBtoC
の取組

30〜40代
家族・親族
FIT

リゾート
◯ローカルフード ◯農山漁村
◯グランピング

テーマパーク
◯テーマパーク ◯動物園・水族館
◯美術館・現代アート

伝統文化・芸能
◯温泉・湯治 ◯伝統⾏事・祭体験
◯遺跡・街並

◯安⼼・安全への意識が特に
高いため、子供連れ旅⾏者
層に安⼼感を与える情報や
小規模団体（ミニツアー）に
適したコンテンツ・情報の発
信を意識。

◯地⽅の人気が高いため、地
⽅の魅⼒を発信。

④セミナー・ネット
　ワーキングイベント
　（メディア・
　旅⾏関係者）
⑥旅⾏会社招請

①インターネット
　（WEB・SNS）
②広告
③旅⾏博・イベント
⑤共同広告

20〜40代
夫婦・
パートナー、
友人
FIT

豊かな自然
◯テーマパーク ◯エコツアー
◯高速列⾞・ローカル線

街並・有名な建築
◯カフェ ◯アニメ・映画の舞台訪問

伝統文化・芸能
◯遺跡・街並 ◯温泉・湯治
◯ローカルフード

◯当該年代層はSNSの利⽤率
が高いため、SNS映えを意
識した情報を発信。

◯エンターテイメントやウイン
タースポーツなどのアクティ
ビティを目的とする海外旅
⾏先として韓国を選ぶ傾向
のある若年層の訪日を目指
し、韓国と比較して優位な点
を強調した情報を発信。

◯地⽅の人気が高いため、地
⽅の魅⼒を発信。

⑤セミナー・ネット
　ワーキングイベント
　（メディア・
　旅⾏関係者）
⑥旅⾏会社招請

①インターネット
　（WEB・SNS）
②広告
③旅⾏博・イベント
④共同広告

50代以上
世帯可処分所得
上位40％

（55万円/月以上）
夫婦・
パートナー、
家族・親族
FIT

食・お酒
◯ローカルフード ◯ミシュラン店
◯歴史的な宿

ショッピング
◯マーケット・日⽤品 ◯電化製品
◯伝統工芸品

暮らし体験・交流
◯温泉・湯治 ◯修⾏・宿坊体験

◯訪日旅⾏単価が全ターゲッ
ト中で最も高いため、上質
な観光コンテンツ・情報の
発信を意識。

◯旅⾏会社を通じた情報収集
と旅⾏予約の割合が高いた
め、旅⾏会社と連携した情
報発信を強化。

◯地⽅の人気が高いため、地
⽅の魅⼒を発信。

⑤セミナー・ネット
　ワーキングイベント
　（メディア・
　旅⾏関係者）
⑦旅⾏会社招請

①インターネット
　（WEB・SNS）
②広告
③旅⾏博・イベント
④共同広告
⑥セミナー・ネット
　ワーキングイベント

※「BtoBの取組」及び「BtoC／BtoBtoCの取組」は、優先順位の高い取組から順に①→②→…と記載
出典：観光庁・JNTO『訪日マーケティング戦略』

写真左
長野県観光機構
TXデザイン部
ブレア・ガーディアさん

2012年にJETプログラム（語学指導等を
行う外国人青年招致事業）で来日し、
2015年より長野県観光部国際観光推
進室で勤務。現在は長野県観光機構で
デジタルマーケティングを担当する。

JNTOの市場調査をもとに策定された『訪日マーケティング戦略』では、2025年までの具体的な戦略が記載されている。日
本政府は今後、本戦略に基づいて世界に向けてプロモーションを行っていく。地域や観光関連事業者も本戦略を土台とす
ることで、官民ともに足並みの揃ったプロモーションが可能となる。

旅行者視点

地域に
来訪したい理由

（＝競争優位な
独自性）

訪日マーケティング戦略の
ターゲットごとの
誘客実績把握、

プロモーション強化

地域視点

誘客実績や経年変化の
把握による

ターゲティング進化、
プロモーション連携

地域の
独自性

旅行者
ニーズ

日本の
イメージ

写真中
JNTO
調査・マーケティング
統括グループ
福増伸一さん
ふくます  しんいち

2015年JNTO入構。海外プロモーション
部にて韓国・台湾市場を担当した後、ニュ
ーヨーク事務所、地域プロモーション連
携室などを経て、調査・マーケティング統
括グループのマネジャーに。前職は地方
公務員としてインバウンドに携わる。

写真右
JRC 研究員
松本百加里
まつもと  ゆかり　

2011年から旅行領域の自治体における
プロモーション設計、イベント企画、クリ
エイティブ制作などディレクターとして活
動。2018年4月より現職。主にインバウ
ンドに関する調査や研究を担当する。



商
談
な
ど
で
海
外
に
広
域
ル
ー
ト
を
提
案

す
る
と
き
に
も
「
私
た
ち
の
ル
ー
ト
に
は

こ
う
い
う
強
み
が
あ
る
」
と
説
明
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
ル
ー
ト
や
エ
リ

ア
で
訴
求
で
き
る
と
強
い
で
す
か
ら
。

仮
説
な
し
に
デ
ー
タ
を
見
る
と

沼
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
う

ブ
レ
ア  

ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
ス
ニ
ン
グ
分
析

を
用
い
た
「
人
気
コ
ン
テ
ン
ツ
都
道
府
県

ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
も
興
味
深
い

で
す
。
私
自
身
も
過
去
に
長
野
県
の
い
ろ

い
ろ
な
観
光
地
の
話
題
に
つ
い
て
調
査
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
県
レ
ベ
ル
で

見
て
い
る
と
「
県
内
で
の
順
は
高
い
け
れ

ど
、全
国
的
に
ど
う
な
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、「
県
内
で
は
話
題

に
な
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
実
は
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
」
を
見
逃
し

て
し
ま
う
こ
と
も
。
日
本
全
国
を
俯
瞰
し

て
、
何
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
知

る
こ
と
は
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

松
本  

「
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
マ
ッ
プ
」
で
見
る
と
、
長
野
県
で
は
ロ

ン
グ
ホ
ー
ル
市
場
を
中
心
に
「
温
泉
・
湯

治
」で
高
い
ス
コ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。特

に
白
馬
や
野
沢
の
話
題
が
高
い
で
す
ね
。

長
野
県
の
温
泉
に
つ
い
て
ブ
レ
ア
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

ブ
レ
ア  
長
野
県
の
温
泉
地
数
は
北
海
道

に
つ
い
で
全
国
２
位
で
す
が
、
日
本
各
地

に
は
他
に
も
た
く
さ
ん
魅
力
的
な
温
泉
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
長
野
県

の
特
性
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
ス
キ

ー
や
ス
ノ
ボ
の
後
に
温
泉
を
楽
し
む
人
が

多
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
増  

訪
日
外
国
人
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
で
は
、
桜
の
開
花
情
報
も
頻
繁
に
話

題
に
上
が
り
ま
す
ね
。
み
な
さ
ん
、
本
当

に
詳
し
く
て
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に

合
わ
せ
て
日
本
を
旅
す
る
方
も
多
い
で
す
。

松
本  

「
東
京
の
見
頃
が
終
わ
っ
た
の
で
急

遽
旅
程
を
変
更
し
て
東
北
へ
」
と
い
っ
た

投
稿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
機
会
損
失
を
減

ら
す
た
め
に
も
、
地
域
と
し
て
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
季
節
の
情
報
を
更
新
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
す
ね
。

ブ
レ
ア  

季
節
と
い
え
ば
、
長
野
県
の
大
き

な
課
題
の
ひ
と
つ
が
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン

の
誘
客
。
ス
ノ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
半
分
く
ら

い
に
落
ち
て
し
ま
う
。
今
回
の
「
エ
リ
ア

ル
ー
ト
戦
略
タ
イ
プ
」
や
「
都
道
府
県
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
な
ど
を
季
節
ご

と
に
見
ら
れ
る
と
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。

松
本  

本
当
は
今
回
の
研
究
で
も
四
季
ご

と
の
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
た
か
っ
た
ん
で

す
。
繁
忙
期
と
閑
散
期
ご
と
に
戦
略
を
打

ち
出
す
こ
と
は
、
誘
客
の
分
散
に
も
つ
な

が
り
ま
す
か
ら
。
た
だ
、
そ
う
な
る
と
扱

う
デ
ー
タ
量
が
多
す
ぎ
て
…
…
。
い
ず
れ

は
、
地
域
の
方
が
デ
ー
タ
を
分
解
し
て
使

え
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ブ
レ
ア  
デ
ー
タ
の
量
が
あ
ま
り
に
多
い

と
見
き
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
も

あ
り
ま
す
よ
ね
。
私
も
日
頃
か
ら
色
々
な

デ
ー
タ
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
仮

説
を
立
て
、
そ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め

に
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
仮
説
を
立
て
ず
に
デ
ー
タ
を

見
て
い
る
と
、
膨
大
な
デ
ー
タ
の
沼
に
ハ

マ
っ
て
し
ま
う
か
ら
（
笑
）

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
も

デ
ー
タ
を
適
切
に
活
用
す
る

松
本  

今
回
の
特
集
で
は
観
光
庁
・
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
が
６
月
に
発
表
し
た
『
訪
日
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
戦
略
』
の
「
市
場
別
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
」の
活
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

福
増
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
本
戦
略

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
か
？

福
増  

こ
れ
ま
で
も
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
方
針
な
ど
を
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
今
、
特
に
意
識
し
た
の

は
デ
ー
タ
的
な
裏
付
け
の
あ
る
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
で
す
。
本

戦
略
は
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
市
場
調
査
で
得
た
定

量
デ
ー
タ
に
、
海
外
事
務
所
や
各
部
が
こ

れ
ま
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
蓄
積
し
て

き
た
定
性
的
な
知
見
を
加
え
る
こ
と
で
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
デ

ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
広
告

を
打
つ
際
に
も
有
効
で
す
し
、
効
果
の
検

証
も
し
っ
か
り
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
、
地
域
の
み
な
さ

ん
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

松
本  

「
市
場
別
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
」

で
は
各
市
場
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
属
性
や
訴

求
ポ
イ
ン
ト
、
優
先
す
べ
き
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
手
法
な
ど
が
か
な
り
詳
細
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ブ
レ
ア
さ
ん
は
こ
の
戦
略

を
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
ま
す
か
？

ブ
レ
ア  

こ
の
戦
略
で
は
、
長
野
県
に
と
っ

て
重
要
な
市
場
で
あ
る
豪
州
市
場
で
、
４

つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、

大
切
な
の
は
自
地
域
の
観
光
資
源
の
競
争

力
が
「
世
界
レ
ベ
ル
」な
の
か
「
全
国
レ
ベ

ル
」な
の
か
「
地
域
レ
ベ
ル
」な
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば

長
野
県
に
は
ス
キ
ー
と
い
う
大
き
な
強
み

が
あ
り
、
こ
れ
は
「
世
界
レ
ベ
ル
」で
す
。

「
日
本
に
行
き
た
い
」で
は
な
く
「
ス
キ
ー

を
し
た
い
」
か
ら
距
離
や
季
節
、
雪
質
な

ど
の
条
件
の
良
い
長
野
に
来
て
く
れ
る
の

で
、
必
ず
し
も
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

像
に
あ
っ
て
い
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
一
方
で
、「
全
国
レ
ベ
ル
」や「
地
域
レ

ベ
ル
」
の
観
光
資
源
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
の
戦
略
に
沿
っ
た
方
が
い
い
。
や
は

り
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
方

が
多
い
の
で
、
地
域
が
異
な
る
戦
略
で
動

い
て
し
ま
う
と
、
が
っ
か
り
さ
れ
て
し
ま

う
リ
ス
ク
も
あ
る
か
ら
で
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
大
き
く
社
会
が
変
化
す
る
時
代

な
の
で
、
明
確
な
戦
略
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
手
法
を
打
ち
出
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、

地
域
に
と
っ
て
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

福
増  

「
市
場
別
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
」

は
、
コ
ロ
ナ
後
に
旅
行
市
場
が
動
き
始
め

て
か
ら
行
っ
た
調
査
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に

し
た
も
の
で
す
。
今
後
も
常
に
調
査
を
行

い
な
が
ら
社
会
の
変
化
を
精
緻
に
落
と
し

込
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
本  

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
都
道
府
県
ポ
ジ
シ

ョ
ニ
ン
グ
研
究
」
は
、
訪
日
外
国
人
が
約

３
０
０
０
万
人
に
上
っ
た
２
０
１
９
年
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

も
今
後
は
毎
年
更
新
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
戦
略
と
両

輪
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

鼎鼎談談風風景景ヒヒキキ

研究内容や参考資料は下記をご覧ください。
JNTO『訪日マーケティング戦略』
https://www.jnto.go.jp/projects/overseas-
promotion/marketing-stratagy/

JRC『インバウンド市場の注力ターゲット調査』
https://jrc.jalan.net/wp-content/uploads/
2023/06/release-inboundtarget.pdf

各都道府県のじゃらんインバウンドカルテについては
JRCにお問い合わせください。
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JNTO × 長野県観光機構  × JRC特別鼎談

じゃらんインバウンドカルテ「長野県版」

「欲しいターゲットはこんな人！」
伝え合うことで連携を深めよう

インバウンドと国内旅行者の大きな違いは、
飛行機（船）で来日し、滞在期間が長く複数都
道府県をまたがって広域で移動することで
す。旅程は、空港や新幹線駅の影響も大きく、
その特性が異なれば、他で成功している事例
が必ずしも同じようにうまくいくとは限りませ
ん。意識すべきことは大きく２つです。1つ目
は、自エリアを徹底的に客観視すること。広
域ルートの観点でどうアプローチすべきか考
え抜くことです。主役級の観光コンテンツで
響きにくい場合は、帰国直前の便利スポット、
通過ルートの立ち寄りスポット、夜に楽しく過
ごすスポットなど、サブ役に立ち回るのも一つ
の手です。そして二つ目は、全国なるべく共通
の視点で狙いたいターゲット像やアプローチ
方針を伝え合うことだと思います。JRCは7月
に『インバウンド市場の注力ターゲット調査

（詳細は下記）』を発表しましたが、東北・九州
は、地方空港を活用するリピーターのアジア
狙いが多く、北陸信越・中部・近畿は、主要空
港から東京～大阪間を横断する欧米豪を狙う
など傾向がみられました。一方、具体的なター
ゲット像を明確に決めていないという回答が
約3割あることも判明しました。ターゲットを
伝え合うことで、同じターゲットを狙う組織は
連携しやすく、広域モデルルートの造成やプ
ロモーション連動で誘客効果を高めることが
できます。本研究のエリア特性やSNS話題
傾向なども参考にしていただきつつ、持続可
能なマーケティング戦略を一緒に作っていけ
たら幸いです。

じゃらんリサーチセンター
研究員

松本百加里
まつもと ゆかり

「インバウンド旅行者の需要創造
メカニズム研究」など、インバウン
ドに関する調査や研究を担当

担 当 研 究 員 より


